Confidential

Nikon Corporation

デジタルカメラD3
PCモード仕様書
Ｒｅｖ．１．００
株式会社ニコン
映像カンパニー
第１設計部
目  次

41.
概要


42.
各接続モードの仕様について


53.
USB接続時の処理フロー


53.1.
USBの信号ライン


63.2.
PCとカメラの接続


73.3.
PC・カメラ間のUSBセットアップ


73.3.1.
PTP


83.3.2.
MassStorage


94.
PCモードへの移行


105.
PCホストモードとPCカメラモード


105.1.
PCホストモード


105.2.
PCカメラモード


105.3.
PCモード時のカメラの表示部について


116.
PCモードの状態による動作と設定


116.1.
ボタンおよびダイヤル操作の使用可否


116.2.
メニュー項目の設定可否


126.2.1.
再生メニュー


126.2.2.
撮影メニュー


126.2.3.
カスタムメニュー


126.2.4.
セットアップメニュー


136.2.5.
画像編集メニュー


136.2.6.
マイメニュー


147.
カメラ本体操作との相違点


147.1.
撮影動作


147.1.1.
画像データの記録


157.1.2.
動作モードによる撮影枚数


157.1.3.
バルブ撮影


157.1.4.
インターバル撮影


157.1.5.
プリセットWB計測


157.1.6.
イメージダストオフデータ取得


167.2.
AF動作


167.3.
シャッタースピード設定


167.4.
音声録音／再生機能


167.5.
CFカード操作


167.5.1.
CFカード内画像データの再生／消去


167.5.2.
CFカードフォーマット


177.6.
半押しタイマー


188.
その他補足事項


188.1.
連続撮影時のバッテリー低下について




1. 概要

本仕様書では、デジタルカメラD3（以下カメラと略す）とPCをUSBにより接続し、USB通信が確立した状態をPCモードと定義する。

但し、ワイヤレストランスミッターやPictBridge対応プリンターとの接続の際にもカメラのUSBコネクターを使用するが、この状態はPCモードには含めない。

PCモードはカメラ本体のセットアップメニューのUSB接続設定により下記２つの接続モードを有する。

· PTP/MTP接続（PCからのカメラコントロール機能）

· Mass Storage接続（CFカードリーダーと同等の機能）

また、PCモードは使用状況により以下の２つのモードを有する。

· PCカメラモード

· PCホストモード

2. 各接続モードの仕様について

PCモードでの２つの接続モードの動作及び詳細な仕様についてはそれぞれ

· MTP(PTP)
： D3 USB Still Capture Device Media Transfer Protocol (MTP) 仕様

· Mass Storage
： D3 USB Mass Storageクラス仕様

を参照の事。

3. USB接続時の処理フロー

PCとカメラをUSBケーブルで接続した際のカメラの挙動について以下に示す。

3.1. USBの信号ライン

USBは4種の信号ラインがある。

1 VBUS
2 D＋

3 D－

4 GND

· カメラがUSB接続を認識する条件

→カメラ側のVBUSラインに5Vが供給される

· PCがUSB接続を認識する条件

→D＋ラインがプルアップされる

3.2. PCとカメラの接続

PCとカメラをUSBで接続したときのカメラ側で行われる処理の流れを以下に示す。
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図 1：PCとの接続時のカメラ側の処理フロー

3.3. PC・カメラ間のUSBセットアップ

PCから送信されるコマンドに応じて、カメラのUSB情報をPCに送信する。

3.3.1. PTP

カメラがMTP(PTP)モードのときのセットアップの流れは以下。
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図 2：PTP時のPCカメラ間セットアップ

3.3.2. MassStorage

カメラがMassStorageモードのときのセットアップの流れは以下。
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図 3：MassStorage時のPCカメラ間セットアップ

4. PCモードへの移行

PCに接続されたUSBケーブルをカメラに装備されているUSBコネクタに接続されると、カメラは自動的にPCモードの状態となり、接続中は常にPCモードとなる。USB接続が解除されるとPCモードも解除される。

PCモードに移行するタイミングは、カメラの処理状態によって変化する。

処理を終了後にPCモードに移行

· 撮影動作中（AF動作中、レリーズ動作中）

· フォーマット中

· CFカードへの画像記録中

· CFカードとのアクセス中

· プレビュー動作中

処理を中断してPCモードに移行

· セルフタイマー動作中

· フォーマット待ち中

· プリセットレリーズ待機中

· ゴミ参照レリーズ待機中

· TFT表示中（メニュー、再生表示中）

· 音声録音／再生中

· ミラーアップ撮影待機中（ミラーアップ中）

· 多重露出動作中

· ライブビュー中

但し、以下の場合はPCモードに移行しない。

· クリーニングモード設定中もしくは実行中

· インターバル撮影設定中もしくは実行中

· ファームアップ中

· バッテリーレベル動作不可

· 電源遮断中（カメラ本体の電源SW-OFF動作中）

5. PCホストモードとPCカメラモード

カメラの接続設定と処理状態により以下のモードを有する。

· PCカメラモード

· PCホストモード

5.1. PCホストモード

MTP(PTP)接続時に、PCからのホストモード切り替え要求、もしくはPCからのコマンド処理実行時に自動的にPCホストモードに切り替わる。コマンド処理による自動切り替え時は処理終了後に自動的にPCカメラモードに切り替わる。

ホストモード時は、カメラ本体でのボタン／ダイヤルでの操作は無効となり、PCからの操作が有効となる。但し、電源SWについては除外される。
なお、PCホストモード変更直後の操作部状態はカメラの設定状態である。

PCホストモードではボタン／ダイヤルの操作を禁止しているためメニュー項目の設定についてもPCより操作を行う。

MassStorage接続の場合は、ファイルシステムの管理をPCで行うためにPCホストモード固定となる。

5.2. PCカメラモード

MTP(PTP)接続時のデフォルトのモード。PCホストモード時にPCからのカメラモード切り替え要求によりPCカメラモードとなる。

カメラ本体の操作が有効となり、本体のシャッターボタンでの撮影が可能（撮影した画像データをCFに記録するかPCに転送するかについては後述）。PCからは操作部の状態の取得のみが可能。

カメラ本体の操作部以外の制御（メニュー項目など）についてはPCからの操作も可能である。

PCホストモード時にPCより操作部の制御を行い、PCホストモードからPCカメラモードに切り替えた場合、PCからの制御状態は破棄され、カメラ本体のボタン／ダイヤル情報を使用する。

5.3. PCモード時のカメラの表示部について

PCモード時、接続モードと記録先の設定によりファインダー内表示／上面表示パネル／背面表示パネルの表示状態が変化する。

以下にそれぞれの表示状態を示す。

	PCモード
	記録先
	ファインダー内
	上面表示
	背面表示

	PCホストモード
	CF
	PC表示のみ
	PC表示のみ
	PC表示のみ

	
	PC
	PC表示のみ
	PC表示のみ
	PC表示のみ

	PCカメラモード
	CF
	通常表示
	通常表示
	通常表示

	
	PC
	通常表示
	撮影可能コマ数はPC表示

その他は通常表示
	通常表示


6. PCモードの状態による動作と設定

カメラ単体、PCカメラモードおよびPCホストモードではカメラの動作とその設定方法が異なる。以下に相違点を示す。

6.1. ボタンおよびダイヤル操作の使用可否

以下に、PCモードでのボタンおよびダイヤル操作の使用可否を示す。

	操作部名称
	PCカメラモード
	PCホストモード

	フォーカスモードセレクトダイヤル
	有効
	有効 (MTP/PTPのみ)

	プレビューボタン
	有効
	無効

	ファンクションボタン
	有効
	無効

	動作モードダイヤル
	有効
	無効

	オートブラケティングボタン
	有効
	無効

	フラッシュシンクロモードボタン
	有効
	無効

	コマンドロックボタン
	有効
	無効

	測光モードダイヤル
	有効
	無効

	露出モード
	有効
	無効

	露出補正ボタン
	有効
	無効

	電源スイッチ
	有効
	有効

	シャッターボタン
	有効
	無効

	メインコマンドダイヤル
	有効
	無効

	サブコマンドダイヤル
	有効
	無効

	再生ボタン
	無効
	無効

	削除ボタン
	無効
	無効

	AE/AFロックボタン
	有効
	無効

	AF作動ボタン
	有効
	無効

	メニューボタン
	有効
	無効

	サムネイルボタン
	有効
	無効

	プロテクトボタン
	有効
	無効

	OKボタン
	有効
	無効

	AFエリアモードセレクトダイヤル
	有効
	無効

	マルチセレクター
	有効
	無効

	マルチセレクターセンターボタン
	有効
	無効

	音声ボタン
	有効
	無効

	ISO感度ボタン
	有効
	無効

	画質モードボタン
	有効
	無効

	ホワイトバランスボタン
	有効
	無効

	クロップモードボタン
	有効
	無効

	縦位置シャッターボタン
	有効
	無効

	縦位置メインコマンドダイヤル
	有効
	無効

	縦位置サブコマンドダイヤル
	有効
	無効

	縦位置AF作動ボタン
	有効
	無効

	フォーマット(露出ボタン+削除ボタン)
	無効
	無効


6.2. メニュー項目の設定可否

以下に、PCモードでのカメラからのメニュー項目の設定可否を示す。

また、カメラ本体でのメニュー項目変更中にPCからの項目変更を行った場合、メニュー画面を消灯しPCからの設定項目を反映させる。

6.2.1. 再生メニュー

（○：操作可　△：制限有　×：操作不可）

	メニュー項目
	PCカメラモード
	PCホストモード

	再生メニュー（全項目）　（*1）
	×
	×


*1.メニューからの再生メニューの選択自体を不可とする。

6.2.2. 撮影メニュー

（○：操作可　△：制限有　×：操作不可）

	メニュー項目
	PCカメラモード
	PCホストモード

	撮影メニュー切り換え
	○
	×

	撮影メニューのリセット
	○
	×

	記録フォルダー設定
	×
	×

	ファイル名設定
	○
	×

	画像記録モード
	○
	×

	画質モード
	○
	×

	画像サイズ
	○
	×

	撮像範囲
	○
	×

	JPEG圧縮
	○
	×

	RAW記録
	○
	×

	ホワイトバランス
	○
	×

	ピクチャーコントロール
	○
	×

	カスタムピクチャーコントロール
	○
	×

	色空間
	○
	×

	アクティブD-ライティング
	○
	×

	長秒時ノイズ低減
	○
	×

	高感度ノイズ低減
	○
	×

	ISO感度設定
	○
	×

	ライブビュー
	○
	×

	多重露出
	×
	×

	インターバルタイマー撮影
	×
	×


6.2.3. カスタムメニュー

（○：操作可　△：制限有　×：操作不可）

	メニュー項目
	PCカメラモード
	PCホストモード

	カスタムメニュー（全項目）
	×
	×


6.2.4. セットアップメニュー

（○：操作可　△：制限有　×：操作不可）

	メニュー項目
	PCカメラモード
	PCホストモード

	カードの初期化(フォーマット)
	×
	×

	液晶モニターの明るさ
	○
	×

	クリーニングミラーアップ
	×
	×

	ビデオ出力
	○
	×

	HDMI
	○
	×

	ワールドタイム
	○
	×

	言語(Language)
	○
	×

	画像コメント
	○
	×

	縦横位置情報の記録
	○
	×

	撮影時の録音
	△（*1）
	×

	撮影時の上書き録音
	△（*1）
	×

	音声ボタンの操作
	△（*1）
	×

	音声の出力
	△（*1）
	×

	ＵＳＢ接続
	×
	×

	イメージダストオフデータ取得
	○
	×

	電池チェック
	○
	×

	ワイヤレストランスミッター
	○
	×

	画像真正性検証機能
	○
	×

	カメラ設定の保存と読み込み
	○
	×

	GPS
	○
	×

	水準器表示
	○
	×

	レンズ情報手動設定
	○
	×

	AF微調節
	○
	×

	ファームウェアバージョン
	△（*2）
	×


*1.設定は可能だが、音声の録音／再生は出来ない。

*2.ファームウェアのバージョンアップは不可。

6.2.5. 画像編集メニュー

（○：操作可　△：制限有　×：操作不可）

	メニュー項目
	PCカメラモード
	PCホストモード

	画像編集メニュー（全項目）（*1）
	×
	×


*1.メニューからの画像編集メニューの選択自体を不可とする。

6.2.6. マイメニュー

6.2.1項～6.2.5項の各項目に従う。

7. カメラ本体操作との相違点

PCモード時にカメラから操作することが出来る動作を以下に示す。

（○：カメラに準拠　×：操作不可）

	カメラ本体操作による動作
	PCカメラモード
	PCホストモード

	１コマ撮影
	○
	×

	連続撮影
	○
	×

	セルフタイマー撮影
	○
	×

	ミラーアップ撮影
	○
	×

	バルブ撮影
	○
	×

	インターバル撮影
	○
	×

	プリセットWB計測
	○
	×

	イメージダストオフデータ取得
	○
	×

	AF動作
	○
	×

	ツーボタンリセット
	○
	×

	音声録音／再生機能
	○
	×

	CF内画像データ再生／消去
	×
	×

	CFフォーマット
	×
	×


PCモード時にPCから操作を行った時の、カメラ本体での操作との相違点を示す。

（○：カメラに準拠　△：相違有　×：操作不可）

	カメラ本体操作による動作
	PCカメラモード
	PCホストモード

	
	
	MTP(PTP)接続
	MassStorage接続

	１コマ撮影
	○（*1）
	○
	×

	連続撮影
	○（*1、*2）
	○（*2）
	×

	セルフタイマー撮影
	×
	×
	×

	ミラーアップ撮影
	×
	×
	×

	バルブ撮影
	×
	×
	×

	インターバル撮影
	×
	×
	×

	プリセットWB計測
	△（*1）
	△
	×

	イメージダストオフデータ取得
	△（*1）
	△
	×

	AF動作
	△（*1）
	△
	×

	シャッタースピード設定
	△（*1）
	△（*3）
	×

	音声録音／再生機能
	×
	×
	×

	CF内画像データ再生／消去
	○（*3）
	○（*3）
	×

	CFフォーマット
	×
	×
	×


*1.PCからの操作時は、一時的にPCホストモードに切り替わる。

*2.PCからの連続撮影可能枚数設定がない場合、連写枚数は１枚。

*3.PC上での再生及び削除は可能であるが、カメラのTFT上での再生及び削除は不可能。

7.1. 撮影動作

以下に、撮影動作についての相違点を示す。

7.1.1. 画像データの記録

PCモード時、撮影動作により撮影された画像データは「記録先設定」およびPCからの「レリーズコマンド」によって記録先が変更される。

記録先の設定については、MTP(PTP)コマンドにより変更を可能とする。

レリーズコマンドについては、MTP(PTP)標準コマンドとベンダー定義コマンドの二種類がある。

レリーズコマンドによる撮影動作中（レリーズコマンド通知～画像記録まで）はPCホストモードでの動作とする。

以下に記録先とレリーズコマンドによる画像データの記録先を示す。

	記録先
	レリーズボタン
	MTP(PTP)標準
	ベンダー定義

	ＣＦ
	CFに記録
	CFに記録
	PCに転送

	ＰＣ
	PCに転送
	CFに記録
	PCに転送


PCへの画像データの転送については、画像データが作成されたことをカメラよりイベントにて通知を行い、イベント発生を検知したPCからの画像取得要求により画像データの取得を行う。レリーズコマンド発行から画像データの取得完了までの間はPCホストモードでの動作となる。

7.1.2. 動作モードによる撮影枚数

以下にカメラの動作モードダイヤルもしくはPCからの動作モード設定による、PCからの撮影要求による撮影可能枚数を示す。

	動作モード
	撮影可能枚数
	説明

	１コマ撮影
	１枚
	－

	連続撮影
	１～46枚
	PC接続時のデフォルトは１枚。

連写可能枚数の変更はPCより行う。

	セルフタイマー撮影
	１枚
	セルフタイマー機能は動作しない。

撮影動作は１コマ撮影として扱う。

	ミラーアップ撮影
	－
	PCからの撮影は不可。


7.1.3. バルブ撮影

バルブ撮影は、PCからのコマンド操作では「シャッターボタンを押し続けている」という状態を再現できないため撮影不可とする。

但し、カメラモードの場合はカメラ本体のシャッターボタンは有効となる為、シャッタースピードの設定はバルブも設定可とする。

7.1.4. インターバル撮影

インターバル撮影は不可とする。

7.1.5. プリセットWB計測

プリセットWB計測は、カメラ本体では露出条件などによって計測に失敗した場合には計測の継続を行うが、PCからの計測時は計測失敗の場合、PCに計測失敗を通知し動作を終了する。

また、WBがプリセット以外でも計測が可能とする。
プリセットWB計測コマンドによる動作中はPCホストモードでの動作とする。

7.1.6. イメージダストオフデータ取得

イメージダストオフデータ取得は、カメラ本体では露出条件などによって取得に失敗した場合には取得の継続を行うが、PCからの取得では取得失敗の場合、PCに取得失敗を通知し動作を終了する。

データ取得が成功した場合、その後のデータの扱いは通常撮影での画像データと同様とする。

イメージダストオフデータ取得コマンドによる動作中はPCホストモードでの動作とする。

7.2. AF動作

AF駆動については、カメラ単体での動作に準拠する。

AF駆動コマンドによる撮影動作中はPCホストモードでの動作とする。

但し、動作モードが連写の場合にはカスタムメニューのオートフォーカス設定により以下の制限を受ける。

	フォーカスモード
	優先モード
	説明

	ＭＦ
	－
	（ＡＦ動作なし）

	ＡＦ－Ｓ
	フォーカス優先
	カメラ動作に準拠。

	
	レリーズ優先
	カメラ動作に準拠。

	ＡＦ－Ｃ
	レリーズ優先
	カメラ動作に準拠。

	
	フォーカス優先
	１枚目撮影時のみ動作。
２枚目以降はレリーズ優先と同様の動作


7.3. シャッタースピード設定

PCでは、通常のシャッタースピードと同調速度（x秒時）は同一のものとして扱う。

PCからの同調速度設定は出来ない。カメラで同調速度が設定されている場合にPCから同調速度と同一のシャッタースピードを設定された場合には、同調速度設定は解除され通常のシャッタースピードとして扱われる。

7.4. 音声録音／再生機能

PCへの音声ファイル転送機能を持たないため、音声録音／再生機能は動作不可とする。但しセットアップメニュー内の音声項目については設定可能とする。

7.5. CFカード操作

CFカード操作についての相違点を示す。

7.5.1. CFカード内画像データの再生／消去

MTP(PTP)接続時は、カメラとPCでの画像データ情報の整合性を取るために、カメラでの画像データの再生および削除は不可とする。

MassStorage接続の場合は、カメラはPCの外付けカードリーダーとして認識されるためカメラ本体からのCFカードの操作は出来ない。但しカードリーダー扱いの為、PCのアプリケーションを使用した画像再生および画像データの削除は可能である。

7.5.2. CFカードフォーマット

PCモードではカメラからのフォーマットはメニュー、ツーボタン共に禁止する。

PCからのフォーマットについては、MTP(PTP)接続時にフォーマットコマンドによりCFカードのフォーマットを可能とする。

MassStorage接続時にPCからフォーマットした場合、およびPC本体でフォーマットしたCFカードについては、カメラでの動作は保証しない。

7.6. 半押しタイマー

PCモード時半押しタイマーは無限とする。

また、記録先がPCの場合に撮影を行い画像データ転送中にUSBケーブルを抜いた場合、再度のUSB接続により残りの画像データの転送を行うため、カメラ内にPCに未送信の画像データが存在する場合はPCモードが解除されても、半押しタイマーは無限のままとする。

8. その他補足事項

以下に、その他の補足事項について示す。

8.1. 連続撮影時のバッテリー低下について

カメラをバッテリーで使用している場合、連続撮影時にバッテリー電圧が低下し撮影禁止レベルとなる可能性がある。この場合、電圧低下を検知した時点で撮影枚数が連続撮影可能枚数にいたっていない場合でも撮影を終了する。記録先がPCの場合には、そのままPCへの画像データ転送を行う。

但し、バッテリー電圧の低下レベルによってはUSBとの接続も確立できなくなる場合もある。この場合、PCからはカメラは切断の認識となるため、画像データの転送は正常に行われない。
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